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 東京大学前期【地学】解答例 

第 1問 

 問 1 ⑴ 
!×#.%×&×%'!×#.%×%'"!

!!'×#.%×%'#
＝2.2×108≒2×108〔年〕 

    ⑵ ⒜ 次の図のように，恒星Ｐから見て，太陽Ｓから見た恒星Ｐの

視線方向と銀河系中心Ｏの離角を φ とすると，太陽Ｓと恒星Ｐ

それぞれの視線方向における速度成分は v0 sinθ，v sinφであり，

太陽Ｓから見た恒星Ｐの視線方向に銀河系中心Ｏから下した垂

線の足をＴとすると，銀河系中心ＯとＴの距離について 

        Rsinφ＝R0 sinθ が成り立つので sinφ＝
($)*+,
(

 であり， 

        vr＝v sinφ−v0 sinθ＝ 
-
(
R0 sinθ − v0 sinθ＝!-

(
− -$

($
#R0 sinθ  

            

      ⒝ 観測される電波輝線の波長がドップラー効果でどれだけずれ

ているかを調べる。 

      ⒞ R＜R0 となる太陽より内側の中性水素原子は，銀河系中心よ

り左側で地球から遠ざかっているので，銀河系中心の周りを北

銀極から見て上方が右向きの時計回りに回転している。  

    ⑶ 年周視差が 0.001 秒角で絶対等級が−3 等級の恒星の星間塵による

減光がないときの見かけの等級をm〔等級〕とすると，  

       −3＝m＋5−5 log10
%

'.''%
 より m＝7〔等級〕なので，実際に

は 12 等級で観測される恒星は，星間塵によって 

       12−7＝5〔等級〕暗くなっている。 
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 問 2 ⑴ α＝3   β＝2   

    ⑵ 火星の公転周期を P〔日〕とすると， 

       
%

#..×%'%
	 − 	

%
/
＝

%
0.&×%'%

 より  

       P＝
0.&×%'%×#..×%'%

0.&×%'%1#..×%'%
＝6.6×102≒7×102〔日〕 

    ⑶ ア 火星の公転周期    イ 公転面上での位置  

    ⑷ 円周率を 3.14 とすると， 

       tanθ＝
!×#.%2×%.3×%'""

#.'×%'&×#.%×%'#
＝1.0×10−4≒1×10−4  

    ⑸ 単位時間・単位面積あたりの放射エネルギーは，恒星の光度に比

例し，恒星からの距離の 2 乗に反比例するので，この系外惑星の恒

星からの距離を地球の太陽からの距離 RS の x〔倍〕，系外惑星の恒星

周期を地球の公転周期 PE の y〔倍〕とすると， 

       
4'
('%

＝
'.'%'4'
(6(')%

  より  x＝√0.010＝0.10〔倍〕であり， 

       
(6(')!

(8/()%
＝
'.!39'
9'

  より  

       y＝$'.%'
!

'.!3
＝
'.%'×√'.%'

'.3
＝

'.!
√!×√3

＝
'.!

%.2×!.!
  

        ＝6.4×10−2≒6×10−2〔倍〕 
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第 2問 

 問 1 ⑴ ア 摩擦力   イ 気圧傾度力   ウ 転向力   

      エ 北     オ 西   

    ⑵ 

)
!;×<..2×%'

!×%'!=!×3.3×%'*×%'+!

2;×(..2×%'!×%'!)%×".$×"$
!×"$%

..&

＝
>.&×..2×%'*×3.3×%'!

#×%.'×%'/
  

     ＝1.1×106≒1×106〔倍〕 

    ⑶ 気温が高く空気の密度が小さいほど高度増加にともなう気圧の減

少量も小さくなるので，冬季には南北の気圧差が増大して気圧傾度

力が大きくなり，西から吹く地衡風が強まる。 

    ⑷ ⒜ 高緯度から低緯度に向かって風が吹く西側で気温が低くなる。 

      ⒝ 地上の気温が低い低気圧の西側の方が上空の気圧が低いので，

上空の気圧の谷は地上の低気圧の中心位置の真上より西側にず

れる。 

    ⑸ 含まれる水蒸気が凝結して放出される潜熱によって，上昇する空

気塊の温度低下が弱まるため。 

 

 問 2 ⑴ 水は周囲から潜熱を吸収して水蒸気になるので水温は低下し，蒸

発に取り残された塩類が周囲の海水に加わり塩分は上昇する。 

    ⑵ 表層水の年間流入量を x〔km3〕とすると， 

       2080＋x＝(1.40×10−3−0.34×10−3)×2.50×106 より 

       x＝1.06×2.50×103−2080＝570≒5.7×102〔km3〕 

    ⑶ ⒜ Ｂが，流入過多の海水の蒸発に取り残された塩類によって高

塩分の縁海側である。 

      ⒝ 流入 36.3‰    流出 38.4‰ 

      ⒞ 海峡上層での年間流入量を y〔km3〕とすると， 

         36.3×y＝38.4×(y−2080) より 

         y＝
#&.2×!'&'
#&.21#..#

＝3.80×104≒3.8×104〔km3〕 

    ⑷ 冷たく乾いた冬季の偏西風が顕熱に加えて海面からの蒸発による

潜熱も奪い，表層水が底層へと沈降しやすくなることで，表層と底

層の水温差を小さくしている。 
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第 3問 

 問 1 ⑴ ア リソスフェア      イ アセノスフェア  

      ウ トランスフォーム 

    ⑵ ① 正断層型   ② 逆断層型   ③ 逆断層型   

      ④ 横ずれ断層型    

      ⑤ 無い   ⑥ 有る   ⑦ 無い   ⑧ 無い  

    ⑶  

         

    ⑷ 地点Ｘの海洋プレートの形成時期を t〔年前〕とすると， 

       t＝
#.!×%'!×%'!×%'%

3.'
＝6.4×107〔年前〕 

     であり，海嶺軸と地点Ｘでアイソスタシーが成立することから， 

       ρwh0＋ρm(d＋hp)＝ρw(h0＋d)＋ρphp  

       (ρm−ρw)d＝(ρp−ρm)hp   

       ρp＝
(?01?1)@

A2
＋ρm  

        ＝
<#.#×%'!1%.'×%'!=×#.3×%'+)×√..2×%'#

.!
＋3.3×103  

        ＝
!.#×%'!×#.3×%'+)×&.'×%'!

.!
＋3.3×103  

        ＝3.40×103≒3.4×103〔kg/m3〕 

    ⑸ Ｂ  

      密度が低い大陸プレートおよびその下のマントルよりも下に沈み

込む。 
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 問 2 ⑴ ア 花こう岩      イ 放射性同位体   

      ウ 密度        エ 流紋岩  

    ⑵ 海洋プレートの含水鉱物などから放出される水がマントルを構成

するかんらん岩の融点を下げるため。   

    ⑶ ⒜ 鉱物Ａ かんらん石    鉱物Ｂ 斜長石     

      ⒝ 
3%.!1'.%'×#>.'1'.!'×23.01'.%'×3%.%

%1'.%'1'.!'1'.%'
  

       ＝
3%.!1#.>'1>.%213.%%

'..'
＝55.08≒5.5×10〔質量％〕 

    ⑷ 
%'
2''

×3.0×3.1×107×3.8×105×(103) 2  

     ＝8.8×1017≒9×1017〔J〕 

    ⑸ Si02 成分に富み温度が低いマグマは粘性が高いので，分離した揮

発性成分が気泡としてマグマ中にとどまりやすく，圧力低下時に急

激に発泡しやすいため。 

 


